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説明 を与えることであると言っても過言 で は
ないで あろ う｡ 1urnetの Clonal selection

































































･Ai]く EI;i] --- (i,

















































cel)の 2種類の cloneの関与が証明 されてい





は, 細胞表面上 に immunoglobulin株の re-
ceptorを持っていて13,14), それと結合 しえる
抗原に対する反応性を持っている｡そのような




後者では IgM,IgG,IgA 等色々な classの抗
体が知 られている｡一方前者では,そのような
分類は今のところなされていない｡しかし,義
























おいても tnleranceが誘 導 されることが知 ら
れ22~25,54,55), その方両から詳 しい解析がされ
るようになった｡































(3-3) T-cellの産年 する IgY による抗
体産生の抑制35,36)0






























Feldmann らの invitroの実験 で用いられた
ものは,普通の抗体であり,単に抗原を結び合
わすだけの役割 りをほたすと見 られ,抗体によ
る以外 の分子結合 で 置きかえられるものであ
る｡ (3-3)は実験データが曖昧で考慮に価いし
ないかも知れない｡しかしながら,ある場合に
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で表わす｡ M は IgM,G は IgG (実際には
IgGl,IgG2a..･等 subclassの cloneに分かれ















のように書ける｡ しかし, この状態 で我々に
測定できるのは (CM†)のみであり, (CGJ)は




応によって初めて知ることがで きるので あ る
が,もし tolerance誘導法 (』り を思いのまま
に変えることができ, しかも望 む cloneの み
注) この反応の独立性に関しては議論のあるところ
であるが,一応別の cloneを仮定する｡
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(I)にする chalenge法 (AC)が得られれば,
























はないだろうか｡一方 (』り に僕凡 ても,(J)
に混じって (I)をも強 く引き起こす抗原 form
























① T-celdependency は抗原決定基 に闇係な
く,Carrierの性質によって決まる49)0⑧ 反応
性細胞の (†)あるいは (J)を決 め るの は,
carrier上に並んでいる抗原決定基の密度であ







これは,個体 が 自己物質に対する tolerance
を獲得 してゆく全過程を追う方向-向うもので






見て, (I)をほとんど起 こさず (J)を起こす









になった｡ 胸腺 の 申-抗原 を厄接に投与 して

























marrow)の細胞 も tolerance になることを示
した｡表現式 (iv)には, 抗体産生 に関与する
cloneは B-celの各 cloneと T-cellcloneが並
んでいるが,Katsuraらの実験では,これらの
clone を centrallymphoidorgan におけるも
のと peripherallymphoidorgan におけるもの
とに,分化の段階で 2つに分けて論 じられてい




- cloneが出現 して来る, 内`側からの'現象は
｢細胞分化の段階｣ という道を通 して継がって
いることが理解 され, 自己 cloneの排除にも
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